
地

球
琴

一骨
義
春

琴

東
昭
-

-

月

盲

柵
戸
市
北
西
丸
山
街
上
断
層
に
就
き
て

(
図
版
堅

蔽

附
)

上

治

嚢

次

郎

六
甲
山
塊
の
南
酉
船
に
近
-
'
山
塊
の
主
要
部
を
な
せ
る
花
尚
岩
塊
が
断
裂
し
て
､
乾
に
高
取
山
(
三
二
九
米
)
敬

最
高
と
す
る
高
取
山
塊
に
蓮
る
藤
は
､
朝
地
の
南
放
散
は
ゞ
尭
酉
に
走
る
断
層
と
高
取
山
の
北
濃
を
兼
敏
北
に
走
る

断
層
と
に
ょ
ケ
て
7
南
北
の
幅
約

.三

〇
〇
米
の
地
溝
状
を
覆
せ
る
構
造
盆
地

(S
tr
ucturat
basin
)
を
作
-1
'
其

の
閣
方
に
旗
-
磯
達
す
る
中
新
世
第
三
紀
層
は
花
園
岩
を
被
提
し
っ
J
東
方
に
班
が
ヵ
て

'
盆
地
中
は
暫
入
し
､
乙

の
新
し
さ
成
層
岩
地
に
ょ
み
て
'
載
掃
岩
地
は
地
峡
状
に
狭
め
ら
れ
､
其
の
幅
員
砲
に
二
〇
〇
兼
内
外
に
過
ぎ
ざ
る

慮
あ
わ
'
六
甲
山
塊
中
に
於
て
､
敢
も
幅
独

き
部
分
を
成
す
｡
fJ
の
地
域
に
於
で
'
荘
闘
岩
と
第
三
紀
層
と
の
断
層

闘
係
は
.
地
撃
上
甚
だ
興
味
操

き
構
造

を
有
せ
-
(第

一
園
参
照
)

0

紳
戸
市
北
西
九
仙
術
上
断
暦
に
就
き
て

渇



窮一間 丸山衝上断層附近地質問

地 園 産 山 丸

r

t:i
....｣

.
1L..:‖

iTj

唐

居

並G=
宥
ハ

.tイ
i
｢

沖

崩
王rソテ雄志 屠

砂 岩凝灰岩 暦

白岩砂岩暦

等雷丹花rE)岩
内 閃 花 樹 右

荘

切
/

♪

ふ

肩

葛

底

屈

li.{

脈

'S

柁

柁

上

折

孝

鮫

慨

正

律丁上折居J品■娘

正断層面J万rqト傾糾角

解
二
十
五
番



二

こ
の
地
域
に
於
け
る
花
嗣
岩
に
は
二
種
あ
-
て
､
其
の

一
は
粗
粒
在
る
貴
雲
撒
花
柄
岩
に
し
王
向
取
山
塊
の
r大
部

紅
構
成
す
｡
其
の
二
は
角
閃
光
開
岩
は
し
王
約
枚
山
塊
以
外
の
丸
;
盆
地
の
演
谷
中
に
露
出
す
｡
基
部
に
放
て
は
九

両
(
-1
四
〇
米
)
並
に
榊
月
有
馬
間
を
連
ね
る
電
気
銭
遣
附
近

完
W
に
教
壇
L
t
西
部
及
北
部

一
昔
も
亦
､
勃
開
花
崩

･岩
に
し
て
中
部
に
於
で
は
明
泉
等
川
北
部
の
川
底
に
純
色
岩
磐
を
な
し
て
露
出
す
｡
丸
山
州
の
川
底
､
並
に
高
取
山

北
嚢
に
於
で
は
断
簡
を
以
て
'
南
方
の
黒
雲
母
荘
園
岩
と
境
射
す
｡
こ
れ
等
の
花
岡
岩
は
珪
長
岩
､
扮
岩
､
哩
斑
岩

叉
は
徴
荘
園
岩
等
'
各
種
の
岩
脈
に
貫
か
れ
､
醐
有
電
束
銭
道
の
切
取
与
に
は
徴
載
嗣
岩
と
増
斑
岩
と
の
コ
ム
ポ
ジ

ッ
ト
岩
脈
あ
-
て
其
の
幅
凹
米
以
上
に
連
す
｡

姉
三
配
慮
は
以
上
の
花
繭
を
不
整
合
に
被
覆
し
て
､
盆
地
に
戯
-
分
布
し
.
走
向
は
北
嘉
○
-
六
〇
度
束
､
北
西

は
向
ひ
て

一
〇
度
乃
至

二
〇
度
の
傾
斜
を
有
し
､
断
層
附
虹
は
寓
立
す
る
魔
あ
ヵ
｡
灘
岩
､
砂
岩
の
哉
連
顕
著
に
L

LtJ
白
色
砂
岩
､
凝
衣
岩
.
粗
面
凝
次
岩
を
混
じ
'
頁
岩
里
父
へ
､
下
部
と
上
部
に
は
相
次
瀞
の
商
圏
を
有
す
.

こ
れ

(1)

('l)

等
の
岩
層
は
有
馬
西
南
､
m
m
第
三
紀
暦
の
下
部
と
対
比
さ
る
べ
-
､
本
地
域
の
西
方
に
戯
-
発
達
し

､

T
a
K
Od
iu
m
(T=)

distich
u
m

mi
o
cenum
Hr･其
の
他
の
植
物
化
石
を
多
最
に
捌
減
す
る
中
新
世
第
三
紀
静
中
の
奥
畑
暦
の
基
底
を

な
す
も
の
な
-

0
･

花
柄
岩
の
朋
壊
物
は
北
部
及
び
何
部
に
於
で
花
柄
岩
及
び
姉
三
配
轡
を
放
電
し
て
分
布
す
｡

三

秤
.1
市
北
田
丸
山
街
上
階
暦
に
就
き
て

発



地

球

節

二
十
五
客

筋

二
娩

八
〇

四

衝
上
断
層
は
盆
地
の
東
部
に
放

て約
7
粁

崩
p

南
部
に
於
で
約

O
p
六
粁
を
追
跡

し得
る
も
の
は
し

て.
昭
和
七

年
十
月
十
六
日
阿
部
良
平
氏
の
案
内
に
ま
あ
P
小

野
山
武
文
撃
士
以
下
兵
庫
牒
酵
物

撃脅
員
と
共
に
地
質
踏
査
の
際

(4)

に
政
初
之
を
徽

め
た

み.
其
後
､

昭
和
九
年

三
月
二

十
五
日

中
村
教
授
の
踏
査
に
よ
み
て

｢
丸
出
荷
上
断
固
｣
と
命

名
rb
れ
た
る
も
の
を
～T
｡

尊
天
の
小
網
を
配
れ

る

丸
山
小
丘
は
簡
上
作
用
に
低
み

で
鍾
じ
た
る
丘
陵
を

カ
｡

附
近

1

帯
は
高
燥
に
し
て
､
眼
下
に
榊

月
港
を
下
倣

し
､

問
六
甲

に
於
け
る
景
勝
地
h
恵

し
､
近
凍
､
丸
山
遊
園
地
と
し
て

知
ら
れ
杖
を
曳
く
7P
の
多
し
(
図
版
第
二
版
参

照
)
0

妨二圃 衝上断層露出地

該
､
断

層
は
丸

山
の
南
方
は
於
け
る
切
ら
割

-
ほ
好
露
出
あ
み
､
約

一

丸山南端,明泉寺部浴I,=至る路傍,

昭 1rI七咋踏 教['.I.;.-呼の見Tl封筒,約三
0度の例斜の断層両 を出 として上
は裾 耶 Ef..'T,31'l'-,下は解三紀LflJ紫,
紗二r;,'-なI)∩

三
光
飴
切
-
取
ら
れ
た
る
角
開
花
簡
岩
は
凡
そ
北
二

〇
度
兼
､
傾
斜
商
兼
に
向

以
三
〇
度
を
以
て
第
三
紀

層
上
に
衝
上
す

(第
二

問
)
｡

下
磐
散
在
せ
る
第
三
紀

層
は
膏
黒
色
粘
土
質

雷
岩
及
砂
岩
よ
ち
な
み

､
褐
衆

の
薄
層
h
t爽
む
.
走

向
北
七
五
度
酉
､

傾

斜
は
北
東

に
向
以
五
〇
度
を
カ
｡

術

上
面
に
79
青
色

の
断
層
粘

土
を
有
す
｡

其
の
後
道
路
等
の
建
設
の
為

め
下
県
の

岩
質
欧
鍋

在
る
部
分
は
石
垣
を
以
て
補
強
む
施
し
あ
わ
(
第
三
固
)
｡

更
に

北
西
十
飴
兼
に
し
て
.

彫
刻
さ

れ
た
る
地
形
と
在
る
.

.*･･

東
方

は
於
で
は
魚

座
む

な
し
で
高
-
､
酉
に
於
で
は
､
低
率
は
L
tJt
小
渓
谷
舵

で

道
路

は
南
北

に
通

じ
､
急
康
の
麓
に
は
街
上
構
造
連
擬

して
露
出
す

(
固
版
第
二

版



節 三 間

街 上 新 暦 佑 王1'I地 現 状

邦二閲とr･11-･iBliTr, コンク .)- ト†7'揃 を以て椛叡せ

るたU)nく比ゆる称分は節l'三%Ll軌 こして,｣二部の虹
色に此ゆる部分は1lJ閃花EJ.'li':ィ.:り,蜘攻 を防ぐたJ')
と氾路 とのたLV)に･,tI所には肺flを作れ るを以て,紡
_[･_師Ig桝 も亦肺指をTLせるが如くIL少｡

上
参
照
)
｡
絹
部
は
街
上
面
の
方
向
'
些

高

圧
滋
､
傾
斜
捕
吏
に
卜
二
度
､
下
軒
を
な
せ
る
箪

二
和
解
は
下
府
よ
タ

棟
岩
､
彬
川村
'
褐

炭
(
搾

rJ
M
十
五
桝
)
ア
-

コ
ー

ス
彬
:岩
､
衣
索

門
口
･=加
の
肋
･.t
を
以
て
碓
杭
し
､
走

ー-J
舵
四
)
-

空

ハ
比
滋
'
傾
斜
北
桝
に

fIC
比
な

り
｡
中
部
に
於
で
は

.I
邦

は
隼

.#
地
と
な
ら
て
刷

り
取
ら
る
L
も
､
共
の
政
地

内

の

山

桃

に

好
抜

目
あ
わ
｡
此
の
部
に
於
で
も
下
粥
の
僻
仰
望

:G
の
部
は
軟
弱
i<j
る
た
め
大
部
分
t
n
ン
ク
リ
ー

ト

耕
.1
袖
北

.f丸
山

街

･1

.肝
好

に

就
き
て

(
1

茄



*

確

鱒

二
十
五
鴨

鱒二義(T]
犬

.

の

石

垣

A
J
以

て
補

強

L

t

上

寿

の

花

励

岩

の
却

の

み

切

か

朝

か

の

僅放置
さ
る
(
職

版

筆

1
版

下
嚢

珊

)｡
簡
上
布
は

∫

は

i.
南

北

に
走

-

､

東

_こ
向

ひ

て

一
五

度

乃

.8

7
1
五

度

の

傾

斜

を

なす
｡

そ
の
北

方

_こ

放

て

は
衛

上
面
は
牝
二
〇
止

東

､

南

東

へ
三

〇

度

の

傾

斜

を

な

し

て

衝

上

す

｡

北

部

は

放

て

は
衝

上

斯

官

は

明

泉

寺

川

-こ

下

か

'

大

日

舗

泉

務
山
地
の
東

方

を

過

ぎ

て

更

に
東
北
_こ
連
鎖
L
t
北

一
〇

度

華

北

東

へ
三

〇

度

の

傾

斜

を

以

て

7

-

コ
ー

ス
砂

岩

上
に
花
組
岩

の

衝

上

と

見
､
断

甘
粘
土
は
〓

嵩
か

室
一
五
線
'
上
寿
の
花
崩
岩

は

著

し

-

糖

砕

す

｡

断

層

は

更

もこ
北
赦

酉

に
向

ひ

､
蕗
に
正
断
片

に
上

か
て
斬
た
る
｡

高
取
山
の
北
鳶
に
於
て
は
花
輪
岩
を
不

集

合

Iこ
故

老

せ

る

こ
と

の
明

白

な

る
第

三
患
膚

(
主
と
し
て
棲

岩
'
砂
岩

.ヽ ~一一_

I-Y造 血

第 四 脚

高取山新官の-一部

真峯山麓義.明Jt寺林幕の西方.花綱身
中の鴨曽爾

暮こ
し
て
貫
岩
と
交
ゆ
)
上

に
砺
上
し
'
衛
上
面
は
牝

四
〇
度
東
'
南
東

へ
三
〇

度
の
傾
斜
'
北

大
〇
度
東'

南
東

へ
二
五
度
の
傾
斜

､

北
五
〇
度
束
'
南
東

へ
二

五
度
の
餓
斜
と
有
す
｡

今
'
高
取
山
の
北
驚

A
J

勢
断
す
る
正
断
層
と
幕
牧

山
断
雷
と
解
し
(書
的
『

)



鵬
越
の
南
方
を
東
西
に
槻

-
'
東
方
迄
は
鳥
原
貯
水
池
の
北
方
は
延
長
す
る
正
断
層
を
鳩
越
断
厨
と
呼
ぶ
｡
高
取
山

断
層
に
よ
-1
て
蔵
断
さ
れ
た
る
衛
上
断
層
は
約
二

･
五
粁
両
方
は
幡
偉
L
t
そ
の
南
方
に
於
で
帯
び
高
取
山
塊
の
閣

練
に
露
出
し
て
､
南
西
に
延
長
す
｡
北
方
に
放
て
小
断
層
に
よ
み

て
連
絡
を
絶
た
れ
た
る
簡
上
断
簡
は
麿
-
不
明
と

な
る
も
朋
越
断
層
以
北
に
於
で
露
出
L
t
北
東
再
度
山
方
面
に
向
ふ
O

高
取
山
断
簡
と
鴨
池
断
層
と
の
問
を
斜
断
す
る

一
断
層
は
南
西
端
に
於
で
北
二
〇
度
東
は
走

-
閥
は
向
弘

で六
二

皮
の
傾
斜
社
有
す
｡
北
東
鼎
に
近
-
醐
有
電
車
線
路
の
切
割

与
は
於
て
は
約

一
∴
二
光
の
頁
岩
と
砂
岩
磯
岩
よ
-
衣

第 五 閲

節三配暦中の衝上構造

'l'LEIL有侶串紋切刺([剛振窯;局(上)のⅩ=ち)め
錨LfJL見収r糾こして,起立せる磯路顕潜,砂
kli･は二つの佃招斗総連噺lgL,こよT)て伐られ,
上府は下伊上に押し上げらるo

納
戸
市
北
田
丸
山
的
上
階
層
に
就
き
て

る
筋
三
紀
暦
は
北
二

〇
度
栗
の
走
向
を
有
し
て
直
立
し
'
殆
ル
ビ

水
平
及
び
十
六
度
東
南
に
傾
斜
す
る
二
側
の
衛
上
断
層
を
な
し
'

上
部
は
下
部
に
此
し
こ
｡五
米
北
酉
に
輯
催
せ

-
(算
式
固
)
｡

乙
の

術
上
構
造
は
丸
山
簡
上
断
暦
の
影
響
に
よ
る
も
の
夜

-
や
､

上
記

の

一
正
断
層
の
影
響
に
よ
る
も
の
な
ら
.や
卯
か
怒
ら
ざ
る
も
'
或

は
後
者
に
ょ
-
て
庄
ぜ
る
局
部
的
現
象
な
ら
む
か
と
推
定
せ
み
.

四

六
甲
山
塊
を
構
成
す
る
花
岡
岩
は
加
藤
致
接
が
中
開
地
方
に
於

(1~こ

で
研
究
さ
れ
た
る
花
岡
岩

と

等
し
-
'
叉
､
本
間
助
敦
疫
が
六
甲

r.I;)

山
に
於
で
研
究
さ
れ
た
る
加
-

､

中
生
代
末
期
の
漣
人
は
儀
す
る

八三

七



地

球

鱒
二
十
五
埴

終
二
班

八四

八

も
の
在
る
べ
-
'
丸
山
地
域
に
於
で
は
中
新
世
第
三
紀
層
に
よ
み
て
不
整
各

に
被
覆
さ
る
｡
而
し
て
地
域
の
兼
部
及

南
部
に
於
で
は
凡
皇

二
〇
度
の
傾
斜
を
有
す
る
衝
上
断
層
に
ょ
タ
､
花
絹
岩
が
第
三
紀
層
上
は
衝
上
せ
み
｡
FJ
の
街

上
構
造
は
六
甲
山
塊
の
勉
の
地
域
は
於
で
も
之
を
追
跡
し
程
べ
-
､
中
新
世
以
後
箪

二
配
東
湖
又
は
第
四
紀
初
期
に

至
る
間
に
於
で
捷
成
せ
る
も
の
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